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1． はじめに  

ジ三」ブを1子「の機械によりバッチ処理するl関越で，  

評価尺度が総滞留咽鼎＝糾、化である川題は，SalltOS，  

M叫草uil－（－［1］により定」一し化された・その後，様々な  

晰折がさわてきた．そぴ）小でそ），l■り 一帥類のジ≡Jブを  

扱ったも〝）は，Na（11（1（－r、SitIlt（）H［礼C（）肌11all他［3］の特別  

な場合，Sll誹（汀（）呵4］があろ・これ「Jの研究から，問  

題が多」一札ぺ‖州け）アルゴリズムで佃けろことがわかっ  

ていろ．   

同・明雄神）ジ‡lブをバッチ処flH‾るとき，もし，段  

取時l肛が無りれは ジ≡Jブをバッチにまとめないスケ  

ジュールが，また加L＝キ‖りが（）な「Jばrj‾べてのジ≡Jブ  

を1／つ〝）バッチにまとめろことが各々総滞留時澗を  

姑小に十ることは明らかで有ろ．本、拘Hl「では段1I狛時間  

と力l＝朝刊1との関係に汗IIし1●J川りな場合の最適バッチ  

ジ‡」ブスケジューリングを来，リ），そ州、′巨質を示すこと  

を＝的としている．  

（8）川′I勺はす／ヾてのジョブの淵宜伸雄肌）総和を最小  

にすることである．   

（9）（長‥1，‥，Å；i，…，ん、ゾ）‥加二＝偵丹㍉テ射＝バッチサイズ  

がたよであるようなバッチジ三Jブスケジュール．   

（10）β（β；た1，‥，たブ）：バッチジ≡けスケジュール（ん1，・．，んi，  

…，たj）の総滞馴祁軋  

（11）バッチサイズはバッチの力‖⊥川川トぐ非州ノ州列で  

㌧えられることから軋ん1≧ん2≧…≧んよ≧  

‥・≧ん．ブ（1≧宜≧．グ）と仮定する．   

3．最適バッチスケジューリング  

もし，β＝0ならばジョブをバッチに圭とめないス  

ケジュールが最適であることがl”らかなことか1、J，〃  

が何処まで増加すればバッチを形戌したノノがイ挿Jにな  

るかを考察する．  

丁】．  

坤1，‥，1）＝ ∑（症1」）  

J＝1  

†小＋1）  
（・ヾ＋1）  

2．モデル  

本川究で拭うモデルは以卜に′Jミrr■とJjりである．   

（1）1機械を川いて川・帥鰍ノ）〃．（≧2）ジ‡Jブをノ州■L  
‾ナろ．   

（2）シ≡－ゾ〟川Il二は■川叶ごさノ吊、．   

（3）行ジ≡Jブ〟）ノ州l≠Ⅲ＝ハど【ソ≡∫ゾ〃）純ヲ獅て「・十一で   

，レ）ろことからすべて（ノ）ジ」ゾで往＝γ＝坤＝   

l．．．両であるとすろ．   

（4）1回の段取りで1榊1ソ、卜〝）ジ三Iゾをまとめてノ州  

上する．   

（5）毀損川‖州けt．りで√l｝）ろ士∵十ろ．   

（G）川 －パソナl人川）ジミープレ）‘ノこ川tJ戌りはすべて同じ  

であり，＝－・バッチlノ、川）比後〃）ジ三jブが完了す  

ろ畔刻で（¢）る．   

（7）ジ三－ブの滞留時刷吊＝、■技りりか「Jそのジ‡Jブの完  

J′叫刻で√♭）ると「卜ろ．  

β（書；んい‥，ん．ゾ）   

＝ β（β；1，‥，1）   

＋引…）〈喜一（↑とせ′一用  

従って，加L二川射幸：g番l‘‡のバッチサイズに上る総㌢昭二／／  

ll、川りに対する影響にナiミ＝すると，  

んJ≧2ならば，  

んJ／2  

（1）  
β ＞   

丁い（∑ミ：壬いん′／2）   

という関係が成り、－′二てば，β（β；た1，ん2，‥，ん．／）はβ（㌫1，1，  

‥，1）よりも小さくなる・（1）のイ「辺叫Ilほノ糾、にする  

には，旬番仁】のバッチ数が2以卜〝）とき，分J′・が1，  

分粋が†ん－1のl卜Ifであることが明らかであることから，  

ん1＝2であり，域りのジョブを 一つづつバッチに去と  

めたスケジュールである．よって．以卜の十′げiが導か  

れる．  
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性質3γ1≧2に対して，もし段取＝州1と加11＝川■jと  

の関係がβ＞γ（Ⅲ－1）ならば，ジ三Jブ〟）すべてをlつ  

のバッチにまとめたスケジュールが絵描留時潤を姑小  

にする．  

性質3の＿l二の説明からβのとる偵が書＞〃（†1－1）で  

かつ，βがp（†↓－1）に近いとき，最適となるスケジュー  

ルは（れい－1，1）であることは明らかである．次に妓も多  

く力‖」二時間を減少させ，βの岬加を抑えるスケジュー  

ルは，（γL－2，2）のスケジュー／レか，（㍑－2，1rl）〟）ス  

ケジュールである，よって，  

β（〃；†l－2，2）＝ β（β；†1－1，1）－（〃∵－3）＋パ  

β（5；†L－2，1，1）＝ β（β；7ムー1，1）－（川－2）＋2ぶ  

であることから，以1ごの材三質を喋くことができる．  

性質4γん≧4によ、J■して，もし抜取帖問と加上目川りと  

の関係が（γl－3）rノ＜ポ＜（7よ－1）〃な「Jば，（T′．－1，1）  

というスケジュールが総酢仰1、川】を最小に十ろ．  

性質1〃≧2に丈＝ノて，f）しほ故障問と加］二帖lとりとの  

「婆腺がぶ＜丁さ丁ならは（1・l・…・1）というスケジュー  

ルか総酢甘】、If…1を最小に守ろ．  

什′打1〝）l∴の・馴一から・パ＞；た丁でかつ・ぶが言㌔に  

近いとき，β（β；1，1，．．，1）上り＝、さくなるスケジュー  

ルは（2，1，‥，1）であること＝渕い∵かである，  

†巾J・＋1）  

ト＋1）－（Tい1）ぶ＋1  βト；2．1、．．，1）  

であり，f）しパ＝たな〔ノは  

βい；1，1，‥，1）＝〃ト；2，1‥．，1）   

となろことがわかる．ん1≧2〟）とき，   

β（パ；んト．？ん2）  

＝ん2（書 

〈呈 
｛ ）β〉   

． 

（2）   

（2）〝）イ■Ⅶ欄．∴J川こおいてん1＞2〝）とき，姑そ）多くβ  

の数を減少させ，ノ州川川】川門ノ州を抑えるのは八ニ1＝3  

イ■■辺苅 二 
ぴ）ときで（lわり， ．J川二才．jいてご士ん2＝2の時で  

あり，それぞれを比較十ろと，   

βト：2、2」，‥，1）＝βい二2、1‥・、l）－（1－（7ん－3）β）   

β（パ：3．■l，l‥・，1）＝βい：2・1‥‥1）－†2－（ナノ′－2）書）  

で（を）ろことかl、），以トルト′げ〔キやくことができる．  

性質2〃；∵＝こ対して，子ノしノた＜バ＜言㌔なら  
ff，（2．1．1、．．， 1，）であるスケンご′・－一ルが総滞留‖州］を  

姑小に十る．  

次にすべて〝）ジ三Iブを1／）〃）バッーデーにまとめたスケ  

ュ・－－ ル：（〃．）〟）総抑留‖川吊りIトトと／亡る場合を考え  

る．什門1，2とl・り様〝）脇ぎー論で、ノl＝，多くノ州川川Jを減  

少さ－け，＃を最行少なく」・■J■川Iさせろ〟）f土†ムー1ジ≡Jブ  

を加＝帖ト＝射川）バッチにt†二〟），2薪l■‡に1ジョ  

ブをパソナにまとめたスシーン．－L－一ルで（¢）ることは明ら  

かで．¢）ろ．  

Ji卜こJり ＝ ＝．＼－Jり  

β（＝1－1．1）＝ βト：〃・）－いJ・－1）十〃   

で√レ）ろことか「J、以卜叫、′げトン専くことができる．  

4．動的計画法による分析  

本研究で示した件餌は，以卜にホす上う′〔仙′】（」．汁＝llr  

法による分析の週捏で子射）れた．紙面の椰合卜，．洋細  

は当日の発表で説明する予定で（¢）る． ．／”（．っ）を川I‘】二叫  

…jl，段取出瀾＝であるときの滞留＝川け）総和の最小  

仙とすると，次〃）ようなil川‡ノノ朽をJ・しがI∫い／二すろ．  

ふ（バ）＝（）  

仙）＝叫＋り＋ん－んH†   
1   
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